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練馬区地域福祉計画（令和７年度～10 年度）（素案）に 

寄せられた意見と区の考え方について 

 

 

１ 意見の受付状況 

⑴ 意見募集期間 

令和６年 12 月 11 日から令和７年１月 15 日まで 

⑵ 周知方法 

  ア ねりま区報（令和６年 12 月 11 日号）へ掲載 

  イ 区ホームページへの掲載 

  ウ 区民情報ひろば、区民事務所（練馬を除く）、図書館（南大泉図書館

分室を除く）、福祉部管理課での閲覧 

  エ 区立小中学校の児童・生徒用タブレットパソコンの「ブックマーク」

から閲覧 

  オ 児童館での閲覧 

  カ 関係団体等への説明 

    以下の関係団体等（５団体）に計画素案について個別説明等を行っ 

た。 

・練馬区民生児童委員協議会 

・練馬区介護サービス事業者 

連絡協議会 

・練馬区保護司会 

・練馬区障害福祉サービス 

事業者連絡協議会 

・練馬区老人クラブ連合会 

⑶ 意見件数 

  41 件（16 名・２団体）うち子どもからの意見は 15 件（８名） 
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２ 寄せられた意見の内訳 （）内の数値は子どもからの意見数 

分  類 件数 

第１章 計画の基本的な考え方 １（０） 

第２章 計画策定の背景 １（０） 

第３章 施策の内容  

 施策の柱１ 区民との協働と地域の支え合いを推進する ４（０） 

 施策の柱２ 誰もが安心して生活できる環境を整える 17（３） 

 
施策の柱３ 再犯を防止し安全・安心な地域社会を実現す

る 
１（０） 

 
施策の柱４ ハード・ソフト両面からのユニバーサルデザ

インのまちづくりを進める 
15（12） 

 施策の柱５ 権利擁護が必要な方への支援を充実する ２（０） 

第４章 練馬区の重層的支援体制の整備について ０（０） 

第５章 計画の推進に向けて ０（０） 

合 計 41（15） 

 

３ 意見に対する対応状況 

区分 内  容 件数 

◎ 意見の趣旨を踏まえ計画に反映するもの ５（１） 

○ 素案に趣旨を記載しているもの ６（１） 

□ 
素案に記載はないが事業等において既に実施している

もの 
13（４） 

△ 事業等を実施する際に検討するもの ８（５） 

※ 趣旨を反映できないもの １（０） 

― その他、上記以外のもの ８（４） 

合 計 41（15） 
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４ 区民からの意見（要旨）と区の考え方 

№ 意見の要旨 区の考え方 
対応 

区分 

第１章 計画の基本的な考え方 

1 

予算の全体感が知

りたい。費用対効果の

観点が重要である。 

 取組項目には、今後検討するもの、他

の事業の一部となっているものなどが

含まれていることから、全体の事業費を

示すことは困難です。 

各事業の経費については、財政状況や

事業の実施・進捗の状況などを踏まえ

て、検討していきます。 

令和７年度の当初予算案では、一般会

計の保健福祉費は約 990 億円、こども家

庭費は約 870 億円計上しています。 

― 

第２章 計画策定の背景 

2 

区の人口の状況な

どを示すグラフの横

軸の目盛りについて、

「推計」では、１年お

きや、４年おき、５年

おき、10年おきとまち

まちであるため、正確

にデータを把握した

いので統一していた

だきたい。 

グラフについては、出典の資料が異な

るため、横軸の目盛りを統一することは

できませんが、年ごとに数値を明記しま

した。 

― 

第３章 施策の内容 

 施策の柱１ 区民との協働と地域の支え合いを推進する 

3 

子どもに限定しな

いマイクロライブラ

リーやまちの図書館

のような活動につい

て区にも知ってもら

いたい。 

令和４年 11 月に策定した「これから

の図書館構想」で知識と人を繋げるアウ

トリーチの強化を掲げ、地域施設と連携

したまちライブラリーを実施していま

す。引き続き、区民や地域と協働し、事

業展開していきます。 

― 
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№ 意見の要旨 区の考え方 
対応 

区分 

4 

住んでいる担当の

民生・児童委員を知ら

なかったり、そもそも

民生・児童委員という

制度を知らない人が

多いように思う。民

生・児童委員の活動を

更に周知し、制度が十

分に活かされるよう

にしてほしい。 

区は民生・児童委員の活動周知のた

め、本計画に掲載している事業のほか、

公共交通機関へのポスター掲示やリー

フレットの配布などを実施しています。

引き続き、民生・児童委員と相談しなが

ら周知の充実を図ります。 
○ 

5 

街かどケアカフェ

の利用対象者は「どな

たでも」となってはい

るものの、実際には高

齢者の利用がほとん

どである。また、行わ

れるイベントも高齢

者をターゲットとし

たものばかりである。

幅広い年齢層向けの

イベントを増やし、年

代間の活発な交流が

図れるよう工夫して

ほしい。 

街かどケアカフェは、高齢者をはじめ

とする地域の方が気軽に立ち寄れる地

域の拠点です。「交流」、「相談」、「介護予

防」に関する事業を行っています。 

街かどケアカフェでは、高齢者や子育

て世代が参加できる児童館とのハロウ

ィンイベントや若手ボランティアによ

るｅスポーツ講座等、多世代交流ができ

る事業を実施しています。また、夏には

無料のお茶が飲めるクーリングスポッ

トとして、高齢者以外の方にも多くご利

用いただいています。 

今後も、幅広い世代の方にご利用いた

だけるよう、様々な機会を設けていきま

す。 

□ 

6 

現役世代が気兼ね

なくボランティア活

動に参加できるよう、

学校や企業、官庁など

へボランティア休暇

の取得を奨励してい

ただきたい。 

ボランティア休暇は、法定の休暇では

なく、事業者が独自に設ける休暇制度で

す。令和４年度に国が実施した調査によ

ると、ボランティア休暇導入率は 6.5％

です。現在、国は事業者に対してボラン

ティア休暇の導入を呼びかけています。

区は国の動向を注視し、国の取組につい

て、区内事業者へ情報提供していきま

す。 

△ 
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№ 意見の要旨 区の考え方 
対応 

区分 

施策の柱２ 誰もが安心して生活できる環境を整える 

7 

全年齢向けの医療

的ケアに対応したシ

ョートステイが望ま

れます。また、最後ま

で住み慣れた町で暮

らしていくための療

養型入所施設が必要

と考えます。 

三原台二丁目用地を活用し、重度障害

者の通いの場や、全年齢を対象とした医

療型ショートステイ、療養介護などの機

能を備えた、医療的ケアにも対応した重

度障害者の地域生活支援拠点を整備し

ます。 

△ 

8 

家族相談の必要性

について計画に盛り

込んでほしい。 

家族も含めた世帯全体の包括的・継続

的な支援に取り組む旨を追記します。 ◎ 

9 

各相談窓口の名称

やどこにあるのかわ

かりづらく、また、声

かけなどの積極性に

かける。各相談窓口

は、未だに縦割りで連

携対応は少ない。「包

括的な相談支援の推

進」の現況と目標が実

施となっているが、実

態の分析、現状の問題

点の確認、改善策の検

討を踏まえた具体的

な推進内容・施策はあ

るのか。 

包括的な相談支援推進のために素案

ｐ38 に記載のとおり、相談者からの相談

を受け止め、本人に寄り添って対応しま

す。相談を受け止めた窓口のみでは、解

決が難しい場合は、他機関と連携し、適

切な相談先へつなぎます。一人ひとりの

特性に応じた支援体制づくりを進める

ため、福祉保健関係機関合同研修会など

を通して福祉・保健関係機関の連携強化

を図ります。 

名称や案内表示などを検討し、来庁さ

れた方のご意見を伺いながら、相談しや

すい窓口づくりに取り組んでいきます。 

○ 
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№ 意見の要旨 区の考え方 
対応 

区分 

10 

図表 福祉・保健等

に関する主な相談窓

口一覧に「からだやこ

ころの健康に関する

相談」の表現が曖昧で

ある。 

発達障害やひきこ

もり等の特性に応じ

た相談を充実させ、周

知してほしい。 

いただいたご意見をもとに、伝わりや

すい表現に修正します。 

保健相談所では、発達障害やひきこも

りなどの心の問題を抱える方やその家

族を対象に精神科の専門医や保健師に

よる相談を実施しています。引き続き特

性に応じた相談を充実し、区報やホーム

ページ、ＳＮＳなどで相談できる窓口の

情報を周知します。 

◎ 

11 

複合的な課題を抱

える世帯を支援する

場合、チームで対応す

ることが有効と思わ

れる。地域包括支援セ

ンターや保健所の職

員、ケアマネ、区の関

係職員だけでなく、近

隣の地域住民や福祉、

司法等の専門職も一

緒になって地域の課

題に取り組んでいく

ことが必要である。 

複合的な課題を抱える世帯への支援

に当たっては、関係機関等が連携して支

援を行う必要があります。これまでも、

世帯の抱える課題に応じて、地域包括支

援センターやケアマネジャー、区職員等

だけでなく、地域の民生委員やボランテ

ィア団体等を含むチームで対応してき

ました。 

今後も引き続き、個々の課題やニーズ

に応じて、幅広い分野・立場の関係者に

よりチームを構成して、最適な支援方法

を検討していきます。 

□ 

12 

虐待への「早期対

応」について、その時

間と活動内容を明確

にするべき。 

児童、高齢者、障害者に対する虐待に

対して、それぞれ法令などに基づき、未

然防止、早期発見、早期対応に取り組ん

でいます。案件によって対応の内容は異

なります。 

□ 

13 

虐待防止に関する

周知啓発は、誰に対す

るものなのか。区職

員・地域包括支援セン

ター職員に対する周

知啓発も必要である。 

虐待の防止に向けて区職員に対し、研

修などを通じて虐待の防止に関する理

解を促進するとともに、区民の皆様、福

祉サービス事業者への周知啓発に取り

組む旨を追記します。 

◎ 
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№ 意見の要旨 区の考え方 
対応 

区分 

14 

地域包括支援セン

ターと総合福祉事務

所の連絡会の開催が、

現況・目標ともに年 48

回となっているが、実

際の開催数・内容の点

検・確認と形骸化して

いないかを確認した

うえでの、目標設定な

のか。 

区内４か所の総合福祉事務所が、それ

ぞれの地区内の地域包括支援センター

との連絡会を毎月開催しており、のべ年

48 回となります。 

緊急対応や検討が必要な場合には、定

期の連絡会の他に、随時実施していま

す。 

連絡会では、国・都等の動向について

の情報交換や地域ごとの課題把握など

を密に行うため、今後も同様に開催して

いく考えです。 

□ 

15 

医療機関との連携

強化等により、自殺願

望者の洗い出しや気

づきを精力的に進め

てほしい。 

日頃から区内および近隣区の精神科

病院や診療所等と連携・協力して、希死

念慮のある方などに対応するとともに、

保健相談所において講演会や学習会等

を開催し、区民・地域の理解も広げてい

ます。 

○ 

16 

少しでも質の高い

福祉サービスを提供

するために、福祉人材

の確保・育成・定着の

推進に、ボランティア

の積極的な受け入れ・

活用を検討してほし

い。場合によっては、

有償ボランティア制

度の導入についても

検討していただきた

い。 

福祉サービス利用者への直接的な支

援は専門的な知識・技術が要求されるた

め、有資格者が従事しています。ボラン

ティアは、福祉施設で清掃や洗濯、利用

者の話を傾聴するなどの支援を行って

います。有償ボランティアを募集してい

る施設もあります。練馬区社会福祉協議

会のボランティア・地域福祉推進センタ

ーでは、福祉施設でのボランティア情報

を紹介しています。 

○ 

17 

介護事業者の虐待

や事故の未然防止も

取組目標とすべきで

ある。 

主な取組に事業者向け高齢者虐待防

止研修を追記します。 
◎ 



8 
 

№ 意見の要旨 区の考え方 
対応 

区分 

18 

光が丘病院の跡後

施設についてもっと

広報し、たくさんの方

に関心をもってもら

いたい。 

練馬光が丘病院跡施設に整備する医

療・介護の複合施設については、これま

でも住民説明会を開催するなど、周知に

努めてきました。 

令和７年４月の開設にあたり、区報や

ホームページを活用するとともに、運営

事業者からも関係団体などに広く周知

するなど、積極的な広報を行っていきま

す。 

□ 

19 

保健福祉サービス

苦情調整委員制度の

苦情申立ての形式が

利用者本位になって

おらず、申立人の想い

が伝わらない形であ

る。介護事業者側の要

請に沿った内容に修

正しなければならず、

公正・中立な立場が疑

われる。 

苦情申立書には、申立ての趣旨、理由

等を記入いただきますが、条例に規定さ

れている調査を申立人の意向に沿った

ものにするため、内容の修正をお願いす

る場合があります。なお、苦情申立書の

様式は、介護事業者の要請に応じて作成

したものではありません。引き続き、公

正・中立な立場で対応を行います。 

□ 

20 

保健福祉サービス

苦情調整委員制度の

苦情申立てを利用で

きない条件を案内す

るべきである。利用で

きない条件はなくす

べきである。 

練馬区保健福祉サービス苦情調整委

員条例では、裁判や行政不服審査、議会

審議などの手続中または手続により判

断があったものについては、その判断が

尊重されるべきであり、苦情調整委員へ

の申立て事項から除外しています。申立

てをすることができないと規定してい

る事項については、区のホームページや

パンフレットに掲載しています。 

申立することができない事項につい

ても、専門相談員がお話を伺い適切な相

談窓口等をご案内しています。 

※ 
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№ 意見の要旨 区の考え方 
対応 

区分 

施策の柱３ 再犯を防止し安全・安心な地域社会を実現する 

21 

犯罪をしてしまっ

た人を守ることも重

要だが、再犯率の高い

とされる性犯罪者や

薬物依存者から区民

を守る施策について

も積極的に進めてい

ただきたい。 

区では、地域の防犯対策として、学校

や関係各課、警察から寄せられた、子ど

もや女性への声掛け・わいせつ事案等の

地域の犯罪情報について、「ねりま情報

メール」により注意喚起を行っているほ

か、「安全安心パトロールカー」による強

化巡回等を実施しています。 

引き続き、警察や関係機関等と連携し

ながら、地域の安全・安心を守る取り組

みを推進していきます。 

□ 

施策の柱４ ハード・ソフト両面からのユニバーサルデザインのまちづく

りを進める 

22 

外国人居住者が増

加したことにより、ゴ

ミの出し方などのト

ラブルが多発してい

る地域があると聞い

ている。今後そのよう

なことにならないよ

う外国人に対する施

策を進めていただき

たい。 

区ではこれまでも、外国人区民の転入

時に資源分別リーフレット等の生活に

必要な情報を多言語で提供しています。

また、外国人区民を対象とした資源分別

説明会や日本人区民と外国人区民の交

流イベント等も実施しています。 

今後とも、外国人区民には日本の文化

やルールを、日本人区民には異なる文化

への理解を深めていただく取組等を通

じて、国籍や言語、文化などの違いも受

け入れて、だれもが心豊かに暮らせる地

域づくりを進めていきます。 

□ 
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№ 意見の要旨 区の考え方 
対応 

区分 

23 

中国残留邦人は高

齢になってきている

と思われるが、日本語

取得が不十分な方も

いると懸念されるた

め、中国語で対応でき

る介護者、病院などの

情報を開示してほし

い。 

練馬総合福祉事務所では、中国残留邦

人に対して、医療・介護サービスの利用、

健康相談や公的機関から援助を受ける際

などにおいて、必要に応じ通訳者を派遣

しています。また、介護認定を受けてい

る方に対し、区内の居宅介護支援事業者

から中国語を話せるケアマネジャーを紹

介しています。 

□ 

24 

練馬区西部、特に新

青梅街道の関町方面

から交通の便の悪さ

がなかなか改善しな

い、みどりバスの運行

本数増など、改善して

ほしい。また、区役所

へのアクセス、障害の

ある方が利用する光

が丘へのアクセスの

不便さの解消を考え

てほしい。 

みどりバスについては、ルートの再編

や利用者が多い時間帯の増便等の検討を

進めていきます。 

一方で、運転手不足等により、路線バ

スやみどりバスの減便が生じています。

持続可能な交通へと再構築するため、バ

スのあり方を見直すことが必要です。令

和８年度を目途に新たな地域公共交通計

画を策定することとしています。 

― 

 施策の柱５ 権利擁護が必要な方への支援を充実する 

25 

成年後見制度の課

題・問題点についてパ

ンフレット等で周知

もすべきである。 

区民が成年後見制度についてより理解

を深められるよう、啓発パンフレットの

内容について、検討していきます。 △ 

26 

成年後見制度が活

用しやすい制度とな

るよう、国・都に提言、

申し入れをすべきで

ある。 

現在、国の法制審議会において成年後

見制度の見直しの調査審議が行われてい

ます。計画に制度の見直し内容について

追記しました。区は、国の動向を注視し、

必要に応じて国・都に申し入れをしてい

きます。 

○ 

 



11 
 

５ 区民
く み ん

からの意見
い け ん

（まとめ）と区
く

の考
かんが

え方
かた

（子
こ

どもからの意見
い け ん

） 

№ 意見
い け ん

のまとめ 区
く

の考
かんが

え方
かた

 
対応
たいおう

 

区分
く ぶ ん

 

第
だい

３章
しょう

 施策
し さ く

の内容
ないよう

 

施策
し さ く

の柱
はしら

２ 誰
だれ

もが安心
あんしん

して生活
せいかつ

できる環境
かんきょう

を整
ととの

える 

1 

障害
しょうがい

のある子
こ

ども

たちが大人
お と な

になった

時
とき

のサポートがもっ

と充実
じゅうじつ

すると良
よ

い。

当事者
と う じ し ゃ

だけでなく、

家族
か ぞ く

まで含
ふく

めた支援
し え ん

を増
ふ

やしてほしい。 

区
く

では、障 害
しょうがい

のある人
ひと

が仕事
し ご と

を見
み

つけ

たり、日 中
にっちゅう

に活動
かつどう

できる場所
ば し ょ

を増
ふ

やした

りしています。成 長
せいちょう

の段階
だんかい

に合
あ

わせて

必要
ひつよう

とするサポートを提 供
ていきょう

しています。 

また、障 害
しょうがい

のある子
こ

どもやその家族
か ぞ く

の

ために、子
こ

育
そだ

てのコツを学
まな

ぶ講座
こ う ざ

や、障
しょう

害
がい

のある子
こ

どもの兄 弟
きょうだい

姉妹
し ま い

（きょうだい

児
じ

）をサポートする取組
とりくみ

も 行
おこな

っていま

す。  

取組
とりくみ

がより伝
つた

わるように記
き

載
さい

を 修
しゅう

正
せい

します。 

◎ 

2 

普通
ふ つ う

の 公立
こうりつ

高校
こうこう

や

私立
し り つ

高校
こうこう

に も 特別
とくべつ

支援
し え ん

教室
きょうしつ

や 特別
とくべつ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

があると良
よ

いと

思
おも

います。 

高等
こうとう

学校
がっこう

は東京都
とうきょうと

が担当
たんとう

しています。

高等
こうとう

学校
がっこう

には、通信制
つうしんせい

、単位制
た ん い せ い

、定時制
て い じ せ い

など、いろいろな種類
しゅるい

があり、学校
がっこう

ごと

に学
まな

ぶ内容
ないよう

も違
ちが

います。 

都
と

立
りつ

高校
こうこう

では「通 級
つうきゅう

による指導
し ど う

」を 行
おこな

い、区立
く り つ

小 中 学 校
しょうちゅうがっこう

の特別
とくべつ

支
し

援
えん

教 室
きょうしつ

と同
おな

じようなサポートを提 供
ていきょう

しています。 

― 

3 

区内
く な い

の す べ て の

学校
がっこう

に、教室
きょうしつ

にいづ

らい子
こ

や不登校
ふ と う こ う

の子
し

のための部屋
へ や

を作
つく

っ

てほしい。 

区
く

では、学校
がっこう

の中
なか

に安心
あんしん

して過
す

ごせる

特別
とくべつ

な部屋
へ や

を作
つく

る「別室
べっしつ

対応
たいおう

」を進
すす

めて

います。これからは、その部屋
へ や

でお手伝
て つ だ

いしてくる人
ひと

を増
ふ

やして、もっと良
よ

い場
ば

所
しょ

にしていきます。 

□ 
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№ 意見
い け ん

のまとめ 区
く

の考
かんが

え方
かた

 
対応
たいおう

区分
く ぶ ん

 

施策
し さ く

の柱
はしら

４ ハード・ソフト両面
りょうめん

からのユニバーサルデザインのまちづ

くりを進
すす

める 

4 

上石神井
かみしゃくじい

団地
だ ん ち

の 規
き

模
ぼ

をこれ以上
いじょう

増
ふ

やし

てほしくない。 

都営上
と え い か み

石神井
し ゃ く じ い

団地
だ ん ち

は古
ふる

くなっている

ので、東京都
とうきょうと

が 新
あたら

しく建
た

て直
なお

していま

す。新
あたら

しい建物
たてもの

の数
かず

は、今
いま

ある建物
たてもの

の数
かず

と同
おな

じくらいになります。 

― 

5 

校庭
こうてい

を人工
じんこう

芝
しば

にし

てほしい。 

校庭
こうてい

を人工
じんこう

芝
しば

にするためには、人工
じんこう

芝
しば

を敷
し

くための工事
こ う じ

や、その後
ご

の定期的
て い き て き

な

張替
は り か

えにたくさんのお金
かね

がかかります。 

そのため、これから他
ほか

の学校
がっこう

で人工
じんこう

芝
しば

を使
つか

う予定
よ て い

はありません。 

なお、区内
く な い

で校庭
こうてい

を人工
じんこう

芝
しば

にした学校
がっこう

は１校
こう

だけです。その学校
がっこう

は、校庭
こうてい

が北
きた

側
がわ

にあり、校舎
こうしゃ

が南 側
みなみがわ

にあります。校庭
こうてい

がぬかるんだときに乾
かわ

きにくく、長
なが

い 間
あいだ

使
つか

えないことがあったため、人工
じんこう

芝
しば

を使
つか

うことにしました。 

― 

6 

区内
く な い

の公園
こうえん

はどこ

も同
おな

じような遊具
ゆ う ぐ

が

多
おお

いため、いろいろな

遊具
ゆ う ぐ

を設置
せ っ ち

してほし

い。 

公園
こうえん

をきれいにしたり、新
あたら

しくしたり

する計画
けいかく

を 考
かんが

えるときに、地域
ち い き

の人
ひと

たち

から意見
い け ん

を聞
き

く機会
き か い

を作
つく

ります。利用
り よ う

す

るみなさんが好
す

きな公園
こうえん

となるよう取
と

り組
く

みます。 

△ 

7 

座
すわ

るところがいっ

ぱいある公園
こうえん

がほし

い。 

△ 
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№ 意見
い け ん

のまとめ 区
く

の考
かんが

え方
かた

 
対応
たいおう

 

区分
く ぶ ん

 

8 

こども食堂
しょくどう

のよう

に公園
こうえん

で炊
た

き出
だ

しの

ボランティアをした

い。 

ボランティアをしたいという気持
き も

ち

をもつことはすばらしいことです。 

公園
こうえん

では基本的
き ほ ん て き

に火
ひ

を使
つか

うことがで

きないので、炊
た

き出
だ

しはできませんが、

他
ほか

にも様々
さまざま

なボランティアがあります。

練馬区
ね り ま く

社会
しゃかい

福
ふく

祉協
しきょう

議会
ぎ か い

のボランティア・

地域
ち い き

福祉
ふ く し

推進
すいしん

センターに相談
そうだん

してみて

ください。 

― 

9 

公園
こうえん

などに Wi
わい

- F i
ふぁい

環境
かんきょう

を 整
ととの

え て ほ し

い。 

区
く

では、誰
だれ

でも区
く

の情 報
じょうほう

を簡
かん

単
たん

に見
み

ら

れるように、駅
えき

や観光
かんこう

施設
し せ つ

など多
おお

くの人
にん

が 訪
おとず

れる場所
ば し ょ

で無料
むりょう

のWi
わい

- F i
ふぁい

「Nerima
ね り ま

 

Free
ふ り ー

 Wi
わい

- F i
ふぁい

」を提 供
ていきょう

しています。災害
さいがい

が

起
お

きたとき、このWi
わい

- F i
ふぁい

を使
つか

えば、家族
か ぞ く

が無事
ぶ じ

かどうか確認
かくにん

したり、災害
さいがい

の情 報
じょうほう

を知
し

ることができます。 

Wi
わい

- F i
ふぁい

を使
つか

えるようにするには、各施
か く し

設
せつ

に特別
とくべつ

な機械
き か い

を設置
せ っ ち

する工事
こ う じ

が必要
ひつよう

です。そのため、Wi
わい

- F i
ふぁい

環 境
かんきょう

が 整
ととの

ってい

ない公園
こうえん

などの環 境
かんきょう

整備
せ い び

をするかどう

かは、お金
かね

の使
つか

い方
かた

や施設
し せ つ

の改 修
かいしゅう

状 況
じょうきょう

を見
み

ながら 考
かんが

えていきます。 

なお、春
かす

日
が

町
ちょう

と南 大 泉
みなみおおいずみ

の青少年館
せいしょうねんかん

で

は、令和
れ い わ

７年度中
ねんどちゅう

にWi
わい

- F i
ふぁい

を使
つか

えるよう

にする予定
よ て い

です。 

△ 

10 

屋根
や ね

が あ っ て Wi
わい

-

F i
ふぁい

があるところを作
つく

ってほしい。 

□ 
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№ 意見
い け ん

のまとめ 区
く

の考
かんが

え方
かた

 
対応
たいおう

 

区分
く ぶ ん

 

11 

中高生
ちゅうこうせい

専用
せんよう

の 個室
こ し つ

で、雨
あめ

の日
ひ

でも遊
あそ

べる

場所
ば し ょ

を作
つく

ってほしい。 

中高生
ちゅうこうせい

専用
せんよう

の個室
こ し つ

はありませんが、

児童館
じ ど う か ん

の 中高生
ちゅうこうせい

タ イ ム で は 中高生
ちゅうこうせい

が

優先的
ゆうせんてき

に部屋
へ や

を使用
し よ う

することができま

す。 

また、春日町
かすがちょう

青少年館
せいしょうねんかん

では、定期的
て い き て き

に

レクホールなどの部屋
へ や

を開
かい

放
ほう

していま

す。中高生
ちゅうこうせい

専用
せんよう

ではありませんが、スポ

ーツや将棋
しょうぎ

などを楽
たの

しむことができま

す。 

□ 

12 

ブランコがあると

ころを作
つく

ってほしい。 

公園
こうえん

をきれいにしたり、新
あたら

しくしたり

する計画
けいかく

を 考
かんが

えるときに、地域
ち い き

の人
ひと

たち

から意見
い け ん

を聞
き

く機会
き か い

を作
つく

ります。利用
り よ う

す

るみなさんが好
す

きな公園
こうえん

となるよう取
と

り

組
く

みます。 

△ 

13 

サッカーやバスケ

ができる広
ひろ

い場所
ば し ょ

が

ほしい。 
△ 

14 

性
せい

教育
きょういく

を 受
う

け た

い。下
しも

ネタを言
い

っても

怒
おこ

られないところが

ほしい。 

性
せい

教 育
きょういく

を受
う

けたいことを、まず担任
たんにん

の

先生
せんせい

などに相談
そうだん

してみてください。 

区
く

では、子
こ

どもたちが不安
ふ あ ん

や悩
なや

みを相
そう

談
だん

しやすいように、学校
がっこう

にスクールカウ

ンセラーや 心
こころ

のふれあい相談員
そうだんいん

を配置
は い ち

しています。また、メールや電話
で ん わ

で相談
そうだん

できる窓口
まどぐち

も用意
よ う い

しています。不安
ふ あ ん

や悩
なや

みがあるときは、まずは信頼
しんらい

できる大人

に相談
そうだん

してみてください。 

□ 
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№ 意見
い け ん

のまとめ 区
く

の考
かんが

え方
かた

 
対応
たいおう

 

区分
く ぶ ん

 

15 

ユニバーサルデザ

イン体験
たいけん

教室
きょうしつ

に参加
さ ん か

したが、時間
じ か ん

が短
みじか

く、

もっといろいろなこ

とをやってみたかっ

た。いろいろなことを

知
し

れてよかった。 

ユニバーサルデザイン体験
たいけん

教 室
きょうしつ

に参
さん

加
か

してくれてありがとうございます。開
かい

催
さい

時間
じ か ん

は自由
じ ゆ う

に組
く

み立
た

てることができ

るので、先生
せんせい

に意見
い け ん

を伝
つた

えてみてはいか

がでしょうか。 

学校
がっこう

でのユニバーサルデザイン体験
たいけん

教 室
きょうしつ

の他
ほか

にも、地域
ち い き

の人
ひと

たちが学
まな

べる

地域
ち い き

講座
こ う ざ

も用意
よ う い

しています。ユニバーサ

ルデザインについて、少
すこ

しずつ学
まな

べる

機会
き か い

がありますので、ぜひ参加
さ ん か

してみて

ください。 

○ 

 


